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している。建築・彫刻などに現れる都市景観を形作る人間の佇まいは，「自由な職人の生命の発露」
である。つまり，職人たちの人間の生命を維持し心を豊かにさせる生活のあり方を生きる喜びの表
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 1．中世世界―クラクフ 
 　クラクフは 10 世紀後半までにビザンチンでもなくボヘミアでもなくローマ教会と直接的な結び
付きを築いたポーランドの歴史に由来している。オーデル川の東に居住していたポラニエ族のミェ
シュコ一世（在位 960 年頃 ― 92 年）に起源を遡る「ポルスカ」が端緒となってきた。西には神聖ロー
マ帝国が強くのしかかっていた。これを跳ね返すために，一時的にボヘミアと手を組むが，後にロー
マからベネディクト修道会のヨルダンを招き，以後ローマとの結びつきは強固なものとなっていっ













































































13 世紀初めにかけての時期においては街の人口は 5,000 人に達した。市場もさることながら，たく































ものを魅了してやまない (10) 。 







































リアのヴェネツィアから外国産の葡萄酒が輸入品となってこの街に入ってきた (13) 。 
 　繊維製品，織物，絹，葡萄酒などに見られるように，都市の熟練工達が同業者組合，つまり，ギ




















などである。このような状態は，遅くとも 1390 年から 1500 年まで続いていたようである (16) 。 
 　16 世紀，クラクフ市は黄金期（1506 ― 48）を迎える。この黄金期は，アレキサンデル（1501 ― 6），

























































































わたる領土分割（1772 年，1793 年，1795 年）という不運にあい，クラクフはバルト海沿岸の港湾
都市へのアクセスを失うことになった。塩と小麦の遠隔地貿易を確保するために，クラクフは，港
湾施設の建設を試みたが，ロシア・スウェーデン戦争（1788 ― 90）が災いしてバルト海貿易を展開
できなくなり，交易網は周辺地域に縮小せざるを得なくなってしまった (18) 。 
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英雄として人々の心の中にいつまでも生き続けるであろう (19) 。1918 年には，ロマノフ（サンクト・
ペテルブルク），ハプスブルグ（ウィーン），ホーエンツォレルン（ベルリン）が崩壊したことでポー
ランドの第二共和制が出来て，クラクフは再び歴史の舞台にその姿を現すようになった。しかしな







































わたる妨害に屈することなく聖母に捧げられた教会をつくったのである (20) 。 
































現代人の物質本位，消費本位，自由放任に警鐘といえるのではないだろうか (21) 。 
 　彼がこよなく愛したこの街への想いは，大学の他に，司教叙階のヴァヴェル司教座聖堂，神秘家













いたから，各種の弾圧にも風穴を開けてきたのではないかとみられる (23) 。 
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 A History of Krakow and its Cultural Assets 
 Yasuo IIJIMA 
 Abstract 
 　 This article intends to articulate the rich history of the cultural city of Krakow. This city is 
located at the eastern end of the Latin medieval world. Its characteristics are as follows: it is fa-
mous for Krakow University, established in the fourteenth century; economic prosperity was 
brought by long-distance trade; it was partly engaged in the Hanseatic League; and had links to 
various city-states in Italy. Some items like textiles, cloth, silk, and wine were brought into the 
city from all over Europe and even from the Far East. Another thing to note about the city is 
that it is culturally rich in the sense that printing, manuscripts, and book publishing developed, 
while guilds of hand-made craftsmen played a major role in the self-governance of the city. In 
the modern period, especially in the twentieth century, the city faced the terrors of Nazism and 
Communism. This article examines how major figures such as Pope John Paul II and the good 
habits and lifestyles of ordinary people helped the Polish people overcome these foes.  
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